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Ⅰ 事業の概要 

平成２８年８月３０日に岩泉を襲った台風 10

号は、本校学区にも甚大な被害をもたらした。２

割をこえる児童の家で床上浸水・土砂流入などの

被害を受けた。平成２９年度は復興教育スクール

の指定を受け、「笑う門には福来る 門のみなさん

を笑顔にしよう」を合言葉に、多様な防災・復興

教育の取組みを行った。 

（１） 事前学習 
ア 東日本大震災について、副読本を活用しなが

らその概要を学習する。 
（２） 震災学習列車 
（３） 事後学習  
 ア まとめとして作文を書く。 
 イ まとめとしてお礼状を書く。 

Ⅱ 取組の概要 

（１） 事前学習 

ア 東日本大震災について、復興教育副読本を活

用しながらその概要を学習した。 
（２） 震災学習列車 
  ８：１０       学校出発 
  ９：１０       岩泉小本駅着 
  ９：２０～１０：２０ 震災学習列車 
１０：２０       陸中野田駅着  
１０：３０       小袖海岸着 
１０：５０～１１：４０ 海女さん素潜り漁見学 

             小袖海女センター見学 
 １２：００       もぐらんぴあ着 
 １２：００～１２：３０ 昼食 
 １２：３０～１４：２０ もぐらんぴあ見学 
 １６：００       門小学校着        

 

 
（３） 事後学習 
ア まとめとして作文を書いた。 
イ まとめとしてお礼状を書いた。 

ウ 参加した児童生徒の感想 

  ・さんりくてつどうのれっしゃのなかで、きゅ

うにでんきがきえてびっくりしました。その

あとなもみがきました。こわかったです。つ

なみのはなしをきいてびっくりしました。た

いへんなことがあったんだなあと思いました。

（１年生） 

  ・ひがし日本だいしんさいでは、たくさんの人

がなくなり、大きなひがいがあったことがわ

かりました。こんなひがいがもう二どとなけ

ればいいなあと思いました。（２年生） 

  ・小そで海岸で、海女さんのウニ漁を見学しま

した。あっという間に、ウニをたくさんとっ

ていてすごいなあと思いました。久じの海は

とてもきれいでした。ここでも大きなつなみ

が来たことがしんじられませんでした。 

（３年生） 

・最後に、もぐらんぴあを見学しました。魚や

亀などがたくさんいて楽しかったです。東日

本大震災ではもくらんぴあも大変な被害にあ

ったことが分かりました。こうしてもぐらん

ぴあが復活して私たちが楽しむことができる

のは、たくさんの苦労があったのだと思いま

す。（４年生） 

・東日本大震災・台風１０号という大きな被害

があったことを忘れずに、これからも過ごし 
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ていきたいです。（５年生） 

・海女さんの素潜り漁の見学では、海の素晴ら

しさを知りました。海は怖いだけではなくた

くさんのいい所があると知りました。 

（５年生） 

・東日本大震災で亡くなった人がどうすれば命

を守れたかをしっかり考えて、これからに生

かすことが大切だと思いました。「自分の命は

自分で守る」ことができるように、心の備え・

物の備えをしっかりしていきたいです。 

（５年生） 

・岩泉町でも台風 10号の被害の復興がまだ終わ

っていません。これからも地域の人に思いや

りを持ち、地域の人が笑顔になるためにでき

ることを考えていきたいです。ボランティア

活動にも進んで取り組んでいきたいです。 

（６年生） 

       

 Ⅲ 取組の成果と課題 

（１） 成果 

・三陸鉄道の列車(震災学習列車)内で東日本
大震災についての説明を聞いたり、もぐ

らんぴあで被災の様子を学んだりしなが

ら、その甚大な被害や三陸鉄道が果たし

た役割について理解することができた。 
・被災した地域の視察をすることで、現在

の復興の様子を知ることができた。 
・震災学習列車の学習を通して、岩泉で自 
分にできることを考えることができた。 

（２） 課題 
・事後学習で、「自分にできること」を考え

させたが、今後は、どのような場面で、誰

が、何を行うのか等を自ら考えさせ、企画

し、実践させていきたい。また、教師が用

意した活動を行っている時もあったので、

自分たちで問題意識を持ち、自分たちで調

べたり提案したりする段階を目指してい 
きたい。 
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